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１． 研究計画の概要 
多言語地域である沖縄とベトナム北部山

岳少数民族地域との地域共同研究により、多
言語社会を豊かに切り拓く言語教育カリキ
ュラム開発の基本的視点と構想を実践的に
提案する。その際、小学校における授業を共
有し、授業研究会を中核に据え、研究を進め
る。 
２．研究の進捗状況 
 本研究では、授業と学びの場を共有する
「カリキュラム実践」研究（佐藤学『カリキ
ュラムの批評』世織書房、1996）という立場
に立ち、研究を進めている。多言語地域であ
る沖縄、東京新宿区、ベトナム北部山岳地域
の小学校で研究授業を行い、日本・ベトナム
双方の研究者・小学校教員との共同授業研究
会を計６回積み重ねた。とりわけ、今年度は、
初めてベトナムの小学校で日本・ベトナム双
方の教員が４つの提案授業を行い、共同授業
研究会を行った。（１）日本・ベトナム各々
の教師による異文化理解と多文化共生をね
らいとした「地理」の授業、（２）ベトナム
人教師による民族語を教授言語としたベト
ナム語授業、（３）宇宙の誕生から人類の誕
生、そして民族の交流の跡を辿り、生命の尊
厳に目覚めさせ、多民族共生の意義を深める
ことをねらった総合学習「太陽と山にくらす
人々」の授業、の４つである。共同研究会を
積み重ねることを通して、①ベトナムでは未
だ一般的な伝達注入式授業から学習者を主
体に据えた対話型授業への転換していくこ
と、②マイノリティの学習者の母語を教授言
語とするバイリンガル教育の意義として、親
の文化の尊厳を守ることによる学習者の自
尊感情の育成を根源に据えること、③学習者

の思いや生活を表現する作文を学習材とし、
そこからカリキュラムを組み換えていく対
話生成型カリキュラム編成力を教員の実践
力に位置づけていくこと等の基本的視点を
明らかにした。沖縄地域では、地域言語文化
の系統的学習の単元構想を示す副読本を作
成中である。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展していると考えら
れる。ベトナムの師範大学および小学校と連
携し、授業と学びの場を共有して共同研究を
進められたことはアジア地域における国際
教育研究交流としても画期的であり、本研究
で行った研究授業については教育改革に取
り組むベトナムの新聞や教育雑誌でも紹介
された。授業研究会の積み重ねを通して、カ
リキュラムの基本的視点と構想を実践的に
提起できている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）９月に、ベトナムにて第７回共同授業
研究会を持つ。 
（２）（１）を踏まえ、研究を統括し、成果
をまとめ、討議するシンポジウムを１２月に
沖縄で持つ。 
（３）研究成果を学会誌に発表する。 
（４）最終の研究成果報告書を作成する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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